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第11回日本歯周病学会学術賞を受賞して
根　本　英　二
東北大学大学院歯学研究科　口腔生物学講座　歯内歯周治療学分野
歯周病専門医
この度,第11回日本歯周病学会学
術賞を第54回日本歯周病学会秋季学
術大会(平成23年9月24日,海峡メッ
セ下関･山口県下関市)にて拝受いた
しました｡特定非営利活動法人日本歯
周病学会は50年以上の歴史を有し､
会員総数は8,200名を超え､厚生労働
省認定の歯周病専門医制度および認定
医､認定歯科衛生士を有する学術団体です｡同賞は,歯周病
学において継続して優れた業績を上げた研究者を対象に授与
されるものであり,私のこれまでの研究が本主旨の沿ったも
のであることを認めていただいたことは大変光栄と思ってお
ります｡
受賞対象となった研究は, ｢口腔再生医学の確立を目指し
た歯･歯周組織関連細胞の分化制御の分子機構｣に関する一
連の原著論文です｡本研究の概念は､機能的な歯･歯周組織
再生法を確立するためには､歯髄細胞･歯根膜細胞の分化制
御機構の解明に加えて,炎症反応に伴う阻害因子の解析を含
めた包括的なアプローチを取ることが必要とするもので　細
胞分化制御機構と細菌感染および炎症反応が分化に及ぼす影
響の観点から研究を行ってきました｡以下,選考委員長の選
評を引用させていただきます｡ 『国際共同研究を通して,歯
根膜細胞,セメント芽細胞の分化における成長因子受容体の
関与に仕組みを始めとして,発生学理論に基づいて生体内の
分化制御因子による新たな細胞分化調節作用を明らかにし
た｡まだリン酸カルシウム系担体の溶解度を制御したり,
イオンの受容体およびトランスポーター･チャンネ)レの発現
を人為的に制御することにより,再生を促す成長因子の発現
を最大限に引き出せる可能性を示し,広く再生医学に寄与す
る概念であることを示した｡さらに,炎症局所に遊走してき
た好中球から分泌される蛋白分解酵素エラスターゼは,歯根
膜細胞に発現している成長因子受容体を選択的に分解し,組
織再生に関わるシグナルを遮断することを明らかにして,再
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生誘導に阻害因子を制御することの重要性を提示した｡これ
ら一連の研究は今後の歯周組織再生療法を開発する上で大き
な基幹となるもので　学術賞の内容に値する優秀な研究であ
ると判断した｡』
今回の受賞を励みに,さらに歯周病学の研究を推進し,次
世代型歯周組織再生法のストラテジーの確立と臨床応用につ
なげていきたいと考えています｡
最後に,本研究を遂行するにあたり常に最先端の研究環境
を提供してくださいました島内英俊教授に厚くお礼申し上げ
ます｡また,本研究を支援していただきました本学歯学研究
料,学外ならびに国外の多くの研究者に厚くお礼申し上げま
す｡
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